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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200

Calculated MW: 36 kDa; Observed MW: 40 kDa
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	応用
	抗原情報
	背景
	オートファジーとミトコンドリア恒常性維持に関与するE2様酵素。ATG8様タンパク質（GABARAP、GABARAPL1、GABARAPL2、またはMAP1LC3A）とホスファチジルエタノールアミン（PE）の結合を触媒する。ATG12自身への結合を触媒し、ATG12のATG3への結合はミトコンドリア恒常性維持に関与するが、オートファジーには関与しない。ATG7（E1様酵素）はATG3とE1-E2複合体を形成することでこの反応を促進する。
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	細胞生物学
	画像データ
	

	ATG3 抗体を使用した Jurkat 溶解物中の Apg3 (Atg3) のウエスタン ブロット分析。

